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【創刊のことば】 

今日、「核兵器のない世界」と「原発のない日本」をめざして、各自治体において

さまざまな取り組みや動きが見られます。そこには各自治体による非核平和を願う

イベントや企画が、また最近では原発問題をめぐる首長や地方議会のイニシアチブ

や見解表明がございます。さらには地域経済おこしとも連動して自然再生エネルギ

ーの推進も試みられています。 

 しかし現状では、こうした取り組みは、地方自治体の財政困難のなかで創意工夫

を求められ、苦闘を強いられています。こうした状況のなか「非核の政府を求める京

都の会」は、府内各自治体の努力や工夫の相互交流、また他府県の自治体にお

ける注目すべき取り組みの紹介などを企図して、『NO NUKES まちの便り まちの声』

（非核平和自治体情報誌）を発刊することにしました。本誌が、府内地方自治体に

おける非核平和の取り組みや脱原発にむけての自然再生エネルギーの推進と地

域経済おこしなど、これらの一助となることを念願しています。 

また、各自治体からの情報提供なども受けて充実した情報誌にしたいと考えて

おります。 

非核の政府を求める京都の会 代表 望田幸男 
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理事長として最後のリクエスト 

―核兵器のない世界をめざす「新たな動向」―                       

広島平和文化センター理事長 スティーブン・リーパー 
                                     2013 年 3月 29 日 

非核の政府を求める京都の会編『非核自治体情

報誌』に、理事長としての最後の文章を書く機会

をえたことに感謝し、吉報を伝えうることを喜ん

でいます。 
 3 月初旬、一週間、私はノルウェーのオスローに

滞在しました。二日間は平和文化センターの専門

委員、Aaron  Tovish，Jackie  Cabasso，Pol 

D`Huyvetter 三氏とともに過ごしました。彼らは、

秋葉前広島市長をのぞけば、だれよりも平和市長

会議を、今日のようなグローバルな大ネットワー

クに築いた人びとで、これからも専門委員として

提言を行いながら、平和市長会議を構築するため

に最善をつくしてくれるでしょう。私たちの間で

の議論についてここで語るつもりはありません。

それというのも、それらは、今年の 8 月３～6 日、

広島で行われる平和市長会議の総会で審議され決

定される諸問題であるからです。 
 私たち 4 人は、内輪の議論をしたのち、核兵器

廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）の会議（3月 2

～3 日）に出席しました。この会議は４００人規模

で予定されていましたが、ラテン・アメリカやア

フリカをふくむ世界中から、５００人をこえる、

あらゆる年齢層の活動家たちが参集しました。こ

こでの論議の焦点は、核兵器の製造・保有・使用

を明確に否認し禁止する国際条約という共同目標

をめざして、できるだけ迅速に推進する「新しい

運動」へと諸国民を向かわせるよう支援すること

でした。 
 この「新しい運動」のために、５００人の活動

家たちが、遠い極寒のオスローに、高い旅費を払

ってまで集ったのです。この運動は、2015年のNPT
（核不拡散条約）再検討会議のための第 1 回準備

委員会（昨年５月、於ウィーン）に登場しました。

そこでスイスが革命的な声明を発し、１６か国に

よって支持されました。その声明では、核兵器は

あまりに危険であり、

その使用は全人類に

とって、途方もない、

恐ろしい破滅的結果

をもたらすであろう、

と宣言されています。 
 ところで、この声

明のどこが革命的な

のか思われるかもしれません。ここヒロシマで私

たちは、68 年間、このことを叫び続けてきました

し、ヒロシマの視点からは、この声明は革命的で

はないのではないか、と。しかし、この声明が革

命的だというのは、非核兵器国、すなわち核兵器

をもたない諸国が、核軍縮プロセスをコントロー

ルしつつあることです。 
 １月末に静岡において軍縮問題が論じられた際

に、スイスは壇上から公然と以下のように言明し

ました。三つの核兵器保有諸国が、ウィーンの会

議でスイスが提示した声明に関連して、スイスを

非難した、と。要するに、核兵器国がこの新しい

運動に反発しているにもかかわらず、スイスはこ

の新しい運動を続けることを世界に言明している

のです。このことが革命的なことなのです。 
 スイスの言明は、10 月のニューヨークにおける

国連総会でもふたたび表明されました。このとき

革命的表明は、３５か国によって支持されました。

そしてオスローにおける会議がやってきました。

核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）の活動

家たちは、この会議に憂慮の念を抱いていました。

どこの国も態度をあきらかにしなかったら、また

ニューヨークで声明に同意した３５か国しか同調

しなかったら、どうしようか、と。失敗は、新し

い運動の死を意味することにならないか、と。幸

いなことに１３２か国が会議に登録し、１２７ヵ

国が実際に代表を派遣してくれました。運動は発
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展しています！ 実際にオスロー会議の最大の成

果は、メキシコによる以下のような声明でした。

すなわちメキシコは、今年のうちに核兵器の人道

上の結果に関するもうひとつの会議を開くと表明

しました。そしてメキシコに続いて、アフリカの

どこかで次ぎの会議が開催される見込みになりま

した。 
 ウィーンやニューヨークにおけるように、オス

ロー会議がもたらした声明は、基本的に以下のこ

とを明らかにしました。すなわち核兵器はあまり

に破壊的で危険であり、だから非合法化すべきな

のだと。これの内容に不満をもらす活動家たちも

いました。「私たちはヒロシマ以来、このことを知

っており、いま、その人道的な帰結について重大

関心をよせるべきなのでしょうか」と。たしかに、

この言葉は刺激的なものではないが、その意味す

ることは極めて重要である。だが、なるほど大多

数の国々が、核兵器を保有している国々、また保

有したがっている国々、あるいは核の傘のもとに

ある国々に対して、注意深く、節度をもって語り

かけているが、私は怒りを抑えることはできない。

「私たちに脅威を与えるのをやめよ。核兵器によ

る抑止に関して、私たちに説教するな。自国の国

益や安全保障に関して、私たちに意見をするな。

あなたたちの国々に、この惑星における人類の文

明を破壊する権利は、断じてありえない。あなた

たちの国々は、４０年以上もの間、核兵器をなく

すことを約束し続けてきた。もう私たちは待ちく

たびれてしまっている。あなたたちの国々に、前

に進んでもらいたい。私たちにとって以下のこと

は明々白々なのだ。核兵器は違法、不道徳である。

それゆえに私たちはそれが完全に消え去ることを

望む。さあ紳士諸君、交渉を開始せよ！」 
 この革命的な新たな運動は、核兵器国によって

ボイコットされ、激しく反対されています。だが、

その運動はますます強力になりつつあります。つ

いには、その運動は核兵器禁止条約へと到達する

でしょう。その条約が起草され、署名のために開

放されるとき、核兵器のない世界を求める運動は、

ついに速度を一段と高めるでしょう。もう私は待

てない。 

 これは良いニュースです。悪いニュースは、日

本政府が革命の逆方向に向いていることす。日本

は、新しい運動を真剣に支えるのではなく、むし

ろ核兵器国を守っているように思われます。オス

ローで日本代表は、「ゆるやかな現実的アプローチ」

を求めたのです。「現実的」とは、核兵器国によっ

て支持されるようなアプローチを意味しているの

です。日本の外務省は、新しい運動は、うまく機

能してきた段階的アプローチから注意をそらすも

のだ、と表明しました。しかし、この段階的アプ

ローチは、核兵器 1 万９０００発とともに、これ

らの兵器が拡散し、ますます使用可能性をもつ世

界を、私たちに残してきたのです。また日本の外

務省は、核兵器国を巻き込まないで行う核兵器禁

止は無意味である、とも言明してきました。もし

この言明が真実ならば、なぜ日本は、核兵器のな

い世界を希求する国としての声価を維持するため

に、新しい運動を支持しないのでしょうか。新し

い運動が意味がないのであるなら、どうして前に

進んでいかないのか。実際は、日本と核兵器国は

この運動に反対しているのです。これらの国々は、

新しい運動が深い意味をもっていることを知って

おり、この運動を恐れているのです。 
 日本政府は、新しい運動に対して疑惑を抱いて

います。多分それは、日本がアメリカ合衆国との

衝突を避けたがっているからでしょう。しかし日

本は、1997 年に提示された対人地雷禁止条約（今

日、１６２ヵ国が締結）の場合にも同じような状

況におかれていました。日本は当初、対人地雷禁

止条約に反対していました。しかし強力な草の根

のキャンペーンによって、日本国民が圧倒的に禁

止条約に賛成していることが明白になってくると、

日本政府は 1998 年 12 月に批准したのです。 
 ですから、ここにあなたたち本誌の読者に、理

事長の座を去るにあたって最後のお願いをいたし

ます。今日から 2015 年までの間、「新しい運動」

つまり「核兵器禁止条約」についてますます耳に

するようになるでしょう。このキャンペーンが立

ち現れたとき、どうぞ行動を起こしてください。

松井広島市長に，湯崎広島県知事に、あなたたち

の地方の議員たちに、国会議員たちに、岸田外相
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に、安倍首相に手紙を書いて下さい。そのなかで、

あなたたちが「新しい運動」を、核兵器禁止条約

を、条約交渉の開始を、そして核兵器のない世界

を支持することを彼らに求めている、と書いて下

さい。 
 このキャンペーンは、世界にとって、日本にと

って重要です。もし日本が、この新しい運動を全

面的に支援するならば、この運動は急速に成功を

おさめるでしょう。もし日本が、この新しい運動

を支援することを拒むならば、運動は大きく弱体

化するでしょう。そして日本は、核兵器廃絶の大

義に対する裏切り者と見なされるでしょう。 
 新しい運動の確固たる根拠は、「核兵器のもたら

す破滅的な人道上の結果」です。この破滅的結果

を熟知している国が、広島・長崎・福島の国が、

この運動を支持することを果しえないならば、軍

縮が達成されたとき、だれが日本をふたたび信頼

するでしょうか。日本は、核兵器のない世界の代

わりに、核の傘を選んだことになり、多くの国々

は、日本が核兵器を手にすることを企図しつつあ

ると見なすでしょう。そして、これによって日本

は多くの友好諸国を失うでしょう。そして、これ

らの友好諸国はいずれ、核兵器国よりも大きな役

割を果たすようになるでしょう。 
 日本は新しい核兵器廃絶運動を支持しなければ

ならない。あなたたちの声が決定的なものとなる

でしょう。アメリカ合衆国と核兵器産業が反対す

る条約を、日本政府に支持させることができる唯

一の力は、圧倒的多数の日本国民による断固たる

要求です。あなたたちが核兵器のない世界を目に

したいと真に望むならば、あなたたちの声を挙げ、

核兵器体制ではなく革命の側に立つように、日本

政府に訴える時が来ているのです。 
 最後に，非核の政府を求める京都の会の皆さん

に、この六年間の友情の歳月に感謝します。あな

たたちの支援の文書、京都での講演の招き、広島

や広島平和文化センター、そして核兵器のない世

界への持続的な関心、これらに関するあなたたち

の配慮に対する謝意をどう表明するか、私は言葉

を知りません。私は、広島女学院大学特任教授と

しての私の新しい立場において、再びあなたたち

と出会い、協力し合うことを期待しています。９

月にはお目にかかれるでしょう。 
 
＜付記＞筆者のスティーブン・リーパーさんは、

これまで公益財団法人広島平和文化センター理事

長として、世界と日本の非核平和運動において多

大な貢献をされ、このほど理事長を退任されまし

た。本誌『非核自治体情報誌』創刊号に退任にあ

たって執筆していただきました。（訳者・望田幸男）

 
 
 
 

トピックス 

府北部を中心に自治体の「非核、原発からのすみやかな撤退」表明が前進 

 京都府内２７自治体のうち非核自治体宣言は２４自治体としばらく留まっていますが、

他方、「２０２０年に核兵器廃絶」をめざしている平和市長会議には今年４月に舞鶴市と

井手町が加盟し、加盟自治体は２０に達し、伊根町、宇治田原町、笠置町、京都府、南丹

市、南山城村、八幡市の７自治体を残すだけになってきました。 
また、長崎市が推進している「北東アジア非核兵器地帯化賛同首長署名」運動は、福知

山市に続いて、昨年、綾部市、京丹後市、京丹波町、京都市、宮津市、与謝野町が続き、

府内７自治体首長が署名しています。 
脱原発に関しても、各自治体議会決議で文言に若干の違いはありますが、「自然再生エ

ネルギー政策を進め、すみやかに原発からの撤退」の意思表明が目立っています。 
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連載 1 「自然再生エネルギーへの挑戦」：宮津市 

「バイオマスタウン構想からつながるまちづくり」 
―自立循環型経済社会・低炭素型のまちづくり・新産業の創出と農林水産業の活性化― 

 
 
 
 
 
 
 2011 年３月 11 日の福島第一原発事故以降、非核の政府を求める京都の会は「核兵器のない世界」とと

もに「原発のない日本」をめざして取り組みを進めています。原発をなくすためには、それに替わる人間

や自然にやさしい「自然再生エネルギー」の開発と拡充が欠かせません。本誌では連載「自然再生エネル

ギーへの挑戦」として、自治体や地域、団体・グループなどの「自然再生エネルギー」への取り組みを取材し

紹介していきます。身近にそうした取り組みがあれば、ぜひお知らせください。今回、本誌編集スタッフ

は宮津市を訪れ、同市自立循環型経済社会推進室の小西正樹環境政策係長にご案内していただきました。 

地球温暖化が進めば天橋立への影響が心配 

 宮津市は、日本三景の一つである天橋立に象徴

される自然豊かで文化的な観光都市ですが、人口

は２万人を割り込み、50 年前の約６割に減少、過

疎化が進んでいます。 

 地球温暖化が進めば天橋立への影響も心配され

るとして、2008 年２月に環境にやさしいエネルギ

ーの導入をめざし、和田武・現日本環境学会会長

など専門家の指導のもとで「宮津市地域新エネル

ギービジョン」※1 を策定。この「ビジョン」で宮

津市は太陽光、風力、木質バイオマスなどの再生

可能エネルギーの導入方針を示し、なかでも、市

内に豊富に賦存するバイオマスに焦点をあて、

2010 年 3 月に「宮津市バイオマスタウン構想」※2

を策定し、市民・事業者・行政が一体となり海と

山に恵まれた宮津市ならではの「まちづくり」に

取り組みはじめたのです。 

今回紹介するのは、「自立循環型経済社会構造へ

の転換戦略」と「定

住促進戦略」を２

本柱とする総合計

画「みやづビジョ

ン 2011」を具体化

するバイオマスを

活用した地域活性化の取組みです。 

 

竹を使ってエネルギーの地産地消、雇用創出も 

 市役所の環境政策係長の小西正樹さん（写真左）

に、「宮津市バイオマスタウン構想」の一環である、

竹を有効活

用した事業

を説明して

いただきま

した。宮津市

では「放置竹

林の課題解決」と「竹資源の有効活用」を図るため、

地域の皆さんと一緒に「竹林再生整備計画」を作

成されておられました。当初は、竹をどのように

活用するのか疑問を持たれた市民の方がたくさん

おられましたが、市が計画を示し、理解を求め、

全力で取組みを進めておられます。小西さんは「バ

イオマス活用を進めるには地域住民の理解は不可

欠です。」と語ります。 

 竹は脱臭性、抗菌性、調質性、断熱性などに優

れ、抗菌剤や建材などに活用されるほか、竹のガ

ス化発電(最大 30kW)と液体燃料(メタノール)化

を行い、エネルギーとして活用します。現在は、

行政とＮＰＯ法人（京都発・竹・流域環境ネット）
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と共同で取り組みを進めています。ＮＰＯ法人の

吉田博次さん（写真

中央）は「原発は必

要ありません。地域

にあるバイオマスを使

ってエネルギーを生み

出すことができます。

エネルギーの地産地消が大事なんです。」と意気込

みを語りました。小西さんは「道半ばですが、バイ

オマスは単にエネルギー源だけでなく材質利用の面

からも広範な裾野が広がっていることを踏まえ、新

たな産業起こしと雇用創出を推進し、住んでよしの

まちをめざしていきたい。」と抱負を述べました。 

 

野菜・魚介類も地産地消、人の輪で 

 「京都府立丹後海と星の見える丘

公園」と「オーガニック料理のレス

トラン」を小西さんが案内してくれ

ました。公園からは宮津湾と天橋立

の美しい自然景観が望め、レストラ

ンでは宮津産の野菜や魚などを使

った地元の恵みをいただきました。

オーナーの対馬則昭さん（写真）は

「丹後にはおい

しい野菜や魚介

類も採れます。

地元で採れたも

のを地元で食べ

ることが一番です。」と地産地消の大

切さを語りました。 

 宮津市はこの３月、第２期の地球

温暖化防止計画※3となる「みやづ環
わ

の地域づくり行動計画」を新たに策

定。「はぶく」：環境にやさしいライ

フスタイル（省エネルギー）、「まわ

す」：資源をまわす、地域でまわす

（資源循環のまち）、「つくる」：エ

ネルギーの地産地消のまち、「共に

いきる」：自然と共生するまち－こ

うした「まちづくり」を推進しよう

としています。こうした取り組みが

進んでいるのは、吉田さんや対馬さんなど宮津市

の自然を生かした産業や生活を育み育てようとす

る人たちと小西さんをはじめとする行政機関との

熱い連携ができているからだ、と取材をしながら

痛感させられました。 

追記 宮津市の「バイオマスタウン構想」の詳しい紹

介は、村田武・渡邉信夫編「脱原発・再生可能ネルギ

ーとふるさと再生」（筑波書房）をご参照ください 

※1 「宮津市地域新エネルギービジョン」 

http://www.city.miyazu.kyoto.jp/www/inside/salon
/ecokey/DL/sinene/sinene0.pdf 

※2 「宮津市バイオマスタウン構想」 
http://www.city.miyazu.kyoto.jp/open_imgs/info/00
00000618.pdf 

※3 第２期宮津市地球温暖化防止計画（｢みやづ環

の地域づくり行動計画｣) 

http://www.city.miyazu.kyoto.jp/www/info/detail.js
p?id=1331 
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※（注）上記、個人用太陽光発電システム設置の補助制度は、2013 年４月末現在。詳細については、対応する

自治体窓口にお問い合わせください。 
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NO NUKES 千 秋
せんしゅう

の想い

平和行進大好き人間からのお願い 

  ♪歩こう 歩こう わたしは元気 

  歩くの大好き どんどん行こう～ 

 自治体職員のみなさん、齢75の老人が聞くのもヘ

ンですが、平和行進って知ってる？ 
 あなたの首長さんは知ってますよ。毎年この時節、

平和行進の実行委員会が行進への協力と平和施策

の要望にお邪魔していますから。 
 正式には国民平和大行進。被爆国日本で起こった

原水爆禁止運動をさらに盛り上げようと、1958 年 6

月、高知県出身の仏教徒で当時 33 歳の西本あつし

（敦）＝故人＝が、独り広島から東京めざし歩きだし

たのが平和行進の始まり。日増しに賛同を広げ、東京

に着いた 8月、参加者はトータルで100万人を超えた

そうです。以来、半世紀を超えて、ノーモアヒバクシ

ャ・核兵器廃絶を訴える行進は途切れることなく毎

年続けられ、全都道府県と 7 割以上の自治体を通過

する世界でも例のないユニークなピース・ウオークと

なりました。 
 今年は 56 回目。町から町へリレーしながら 8 月 4

日広島、8月 6日長崎到着をめざして全国で 10万人

の参加が見込まれています。 
 ビッグニュースは、東京→広島コースに外国の女

性が挑戦、3 カ月間通して歩くことです。フィリピンの

マラヤ・ファブロスさん（34）は 1 級建築士で、母親の

コラソン・ファブロスさん（非核フィリピン連合事務局

長）とともに平和運動に携わっています。 
東京→広島コースの行進団は 6 月 21 日に京都入り。

▼23 日向日市、長岡京市、大山崎町、八幡市▼24 日

宇治市、城陽市、京田辺市、久御山町▼25 日南山城

村、笠置町、和束町、宇治田原町、井手町▼26 日精華

町、木津川市を通って奈良に引き継ぎます。京都で

の行進は、他にもいくつかのコースがあります。詳し

いことは京都実行委員会の事務局（京都原水協 電

話 075－811－3203）へどうぞ。 
 例年、多くの首長さんから平和行進賛同ペナント、

核兵器全面禁止アピールの国際署名などにご協力

をいただいています。今年もよろしくお願いします。 
 なぜ、私が行進の PR かって？ 私は 2002 年から

7 年間、東京→広島コースの京都府内通し行進者を

つとめ、以後も毎年最低 1 日は参加して万歩計累計

目下 155 万歩の平和行進大好き人間だからです。 
 自治体のみなさん、遠来のファブロスさんを元気

づけるために次の 3点を希望します。 
①あなたの自治体のホームページの片隅に、何日に

彼女が通るか事前情報を載せてほしい。 
②首長さんが自らファブロスさんを励ましてほしい。

できれば 1 歩でも 2 歩でもご一緒に。 
③行進団に市役所や役場の窓から手を振ってほしい。 

（元朝日新聞大阪本社編集局長、当会常任世話人 長谷川千秋）

 
 
取材後記 

★少し風が吹く４月中旬、縦貫道を使い非核の会事務局４人がいざ宮津市へ。車で遠出ということで旅行気

分もありつつ、やはり初めての取材のため若干緊張気味。縦貫道を降りるインターを間違え、宮津市役所に行

く予定が与謝野町方面に降り、宮津市の小西係長さんに迎えに来ていただき、「バイオマス・エネルギー製造事

業所」へ直行。宮津市の山に繁殖する孟宗竹（なんと初めて知った孟宗竹は外来種とのこと）を葉っぱも残さ

ず有効活用できることを学び、このような取り組みが広まればなぁと思いながら事業所を後にしました。 
★「丹後海と星の見える丘公園」からは宮津湾と天橋立が一望でき自然を満喫。思

わず、この海に続く若狭湾の原発を考え、こんなに自然豊かな日本に“原発はいら

ない”と再度確信。お昼は案内していただいた「Biorabbit」で、地元の野菜や魚介

類を使ったオーガニック料理に舌鼓。とくにデザートのアイスクリームの上にピンと立つ

“つくし”の食感と味にびっくり。最後に宮津市役所の非核平和都市宣言碑前で記念

写真。★宮津でお会いした皆さんの情熱や感動を通して、自然から得るものの大切

さを体感した一日になりました。（伊藤） 
※紹介：オーガニック料理「Biorabbit ビオラビット」 http://biorabbit.com/privacy.html 
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